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研究分野：幾何学 

科研費の分科・細目：数学，幾何学 

キーワード：代数的Ｌ理論，アセンブリ写像 

 
１．研究計画の概要 

(1) 代数的Ｌ理論における「アセンブリ写像」
の２次複体を用いた表現の基礎を固め、それ
を制御代数的Ｌ理論における「制御を忘れる
写像」と関連づける。 

(2) どのような場合にこのアセンブリ写像が
同型に近い条件をみたすかを調べる。 

 

 

２．研究の進捗状況 

アセンブリ写像はあるホモロジー群からの
写像であるが、そのホモロジー群はある空間
のホモトピー群として表される。この空間と
してよいものを作らないとアセンブリ写像
がきちんと定義されない。現在、この空間の
候補となるものを導入して、その性質を調べ
ている。具体的には、制御写像として、繰り
返し写像柱構造を持つものを考え、単に制御
写像上の幾何的２次複体を考えるのではな
く、単体的な構造を含めたものを考えてそれ
らを総合して空間を作る。これは、制御写像
の各ファイバーに対してＬ空間をつくり足
しあわせたものより大きく、ブロックごとに
Ｌ空間を作って貼り合わせたものより小さ
いものと考えることができる。この両者はホ
モトピーレベルでは同じものを与えること
が信じられているので、それらに挟まれた
我々の空間もホモトピー的には同一である
ことが期待される。しかし、現在、それは特
殊な場合にのみ証明をつけることができた
だけに留まっている。しかし、この空間がよ
い圧搾構造を持つことは証明できた。これに
よりこの空間を用いて定義されるホモロジ
ー群と制御代数的Ｌ群とが非常に近いこと
がわかる。 

また、上記の圧搾構造は、ＰＬ多様体上に広

がる２次複体群の「横断性」を表すものと見
ることができ、貼り合わせ（アセンブリ）が
ポアンカレ条件を満たすことの証明に使え
ると期待している。 

 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

ポアンカレ条件を満たす２次複体のアセン
ブリ（貼り合わせ）が再びポアンカレ条件を
満たすことの証明は、局所的な積構造を利用
する。制御写像がより一般の場合、そのよう
な縦横の分解が複雑な形になり、解析が難し
い。 

 

４．今後の研究の推進方策 
圧搾構造を、局所的な積構造の替わりに用い
て問題点を突破する方法を検討している。 
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